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作   業   名 標準協定額 摘               要
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伯耆町
農業委員会だより
伯耆町
農業委員会だより

（おいしいちまき、出来るかな？　～楽しくちまきづくり。 あさひ保育所にて～）

平成30年秋季農作業労働標準賃金協定表

問合せ先 伯耆町農業委員会事務局　（電話６２－０７１５）

　秋季農作業労働標準賃金を次のとおり定めました。           
これを目安として、お互いの話し合いにより取り決めを行ってください。           
           
          



レポート① 耕作放棄地を解消するには？ ～関係団体との連携が不可欠～　 「父の背中を見て」 ～父から独立して12年！ 農業に情熱を注ぐ若き青年就農者～
繁殖和牛農家　篠田　晴郎さん ３２歳（谷川）

しのだ はるお

レポート② 特産品販売所の魅力アップについて ～集客のカギは女性～

これから訓練に出発

第一分団所属

農業委員会視察研修レポート農業委員会視察研修レポート 「頑張る農家さん」「頑張る農家さん」「頑張る農家さん」「頑張る農家さん」

　加古川市農業委員会、ＪＡ、農業生産法人㈱ふぁーみんサポート東はりまが連携をし、農地の遊休化や耕作
放棄に悩む個別農家の作業保管をされ成果をあげられていた。
　具体的な取組みは、農業委員会において実施される農地パトロールによる耕作放棄地の調査結果や農業委
員会、ＪＡ兵庫南、㈱ふぁーみんサポート東はりまに入った相談に基づき、作業受託が出来る農地を選定し、水
稲および野菜の栽培、農地の保全管理を行っていた。
　㈱ふぁーみんサポート東はりまは解消田等の受託農地を新規就農者や集落営農組織の育成、農家の後継者
育成のためにも活用している。
　特に新規就農者にとって農地の確保は容易ではなく、将来地域の担い手として農業経営が出来るようサポー
トしていた。
　このように、様々な関係機関や農業者、農業団体と協力関係を築くことにより地域全体の農業力の向上を
図っていくことは重要と感じた。 
　本農業委員会でも、農地面積の３０％近くの耕作放棄地の解消にむけ、各地域に入り、農地利用の最適化に
ついて話し合いの場を設け、人と農地の構築を図っていかなければならない。     
      

　農業大学校畜産科を卒業後、平成１8年就農認定を受けて営農し
ました。
　就農するきっかけとなったのは、農大２年生の時、母が亡くなった
ことでした。これまで２人でやっていた仕事を父１人でやるようにな
り自分もやろうと決めました。
　母名義だった牛２頭を譲り受け営農を開始し、現在では父から独
立し、牧場全体の種付けから子牛の管理、牧草作業を行っています。
　就農当初は目をつぶりたくなるような失敗や、子牛の事故などが
あり、悩ましい時がありましたが、何とか自分の営農スタイルが確立
出来ていると感じるようになりました。
　また昨年結婚をし妻も手伝ってくれていますので心強く感じています。
　今、鳥取和牛が非常に注目されています。その盛り上がりに負けないよう、いい子牛を育てていきたいと思
います。

○ 両施設とも集客につながっていたのは食堂であった。        
○ ウッディ―京北では、京北子宝いも（里芋）を特産品として収益を上げていた。     
○ 京北子宝いもとは、農家・京都大学・京都市の産官学が協同して開発された新京野菜ブランドであった。  
　京都市左京区京北の農家限定で栽培されており、京都京北地域でしか食べることが出来ない、入手すること
が出来ないものとして売り出している。          
　特に食堂のメニューにある「子宝いもコロッケ定食」は人気であり、このコロッケが定着するまでには何度も
試行錯誤を続けているということだった。現在では冷凍コロッケにして販売もしており、毎年数量が足りない
ほどになっているとのことだった。          
　このようなご当地でのみ栽培されている、ご当地でしか食べることが出来ない、ご当地でしか買うことが出
来ないといったブランド化は消費者の意識を向けさせるには良い方法だと思う。
　しかし、農家独自ではこのようなブランド化は困難であり、国、県、町との連携は不可欠と感じた。
　また、楽農生活センターでは施設内で栽培された多品目にわたる新鮮野菜を味わえることで人気を博してい
た。近年バイキング形式の食堂は女性を中心に人気があり、この施設でも女性客がとても多かった。
　伯耆町内の施設で取り入れるには量の配分や集客数
のバラつきなど難しい面もあるが検討してみる価値は
あると感じた。             
  農業の傍ら、町の消防団で活動している晴郎さん。私たちが取材した日は操法大会の練習に励んでおられました。

町民の安全を守ってくれている頼もしい存在です。
息子さんたちと一緒に仕事がしたいという夢、本当に素敵ですね。これからも頑張ってください。 

（取材者：井上委員、椎木事務局職員、野口事務局職員） 

視察先：加古川市農業委員会・ＪＡ兵庫南・㈱ふぁーみんサポート東はりま（兵庫県）

視察先：ウッディ―京北（京都府）・楽農生活センター（兵庫県）

○経営状況 和牛繁殖　５５頭　・　牧草畑　１８ha　・　水稲２.８ha
○趣　　味 し・ご・と（しながらの音楽鑑賞）
○目　　標 その①：子牛の疾病、事故を限りなくゼロに！！
　  その②：よりよい牧草、飼料の生産！！
  その③：息子たちが牛を飼いたくなるような基盤を作る！！
  そのためには、牛舎の増築、増頭、牧草機械の新規導入を目指す！！
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◉広報委員　委員長　亀山　英登
　　　　　　委　員　車　　睦宏、加川　賢明、内藤賢一郎、井上祥一郎、       
　　　　　　　　　　池口　眞介、井澤　百紀、宅野　哲司      

連絡先
溝口分庁舎
農業委員会事務局
電話 6 2 ｰ 0 7 1 5

編集後記編集後記
水田が深緑色になり、イネの生長がみてとれます。委員会では平成30年秋季農作業労働標準賃金協定表
を掲載しました。ご労苦が結実する今年の農作物の豊作に期待します。
紙面表題文字をムラサキ色を基調としました。いかがでしょうか？

農業者年金基金パンフレットより引用

（委員  宅野哲司）

農家のための農業者年金情報農家のための農業者年金情報
農業者年金の加入資格農業者年金の加入資格

身近な情報や紙面へのご意見ご感想などがありましたら事務局までお寄せください。

ちょっと一言
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